








要約:三歳児健診に眼科健診が導入された前後の 3 歳児の受診状況の変化を調査し、三歳

児眼科健診の有効性を検討した。対象は、昭和 62 年から平成 9 年まてに福島医大学眼科

を受診した 3歳児 695 名で、これらを福島県下で眼科健診が導入される以前の平成 2年ま

でに受診したもの(導入前)と導入後の平成 3年以降に受診したもの(導入後)に分け、それ

ぞれについて三歳児健診で異常を指摘されて受診したものを健診群、健診を経ないて受診

したものを非健診群として、その受診内容の差を検討した。その結果、視覚健診導入後に

健診で異常を指摘されて受診した例が増加し、疾患別では弱視を含む屈折異常の占める割

合が増加した。一方、非健診群と健診群ともに、屈折異常児の 3分の 1に弱視を認めたが、

健診群では不同視弱視の占める割合が高かった。眼位異常では、健診群に偽斜視が多く含

まれていた。三歳児眼科健診により弱視が発見され、早期に受診し治療が開始されており、

健診の有効性が認められた。しかし、偽斜視が多かった点については、健診方法に改良が

必要と思われた。


